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我

園

近

世
の

土
地
問
題

本

柴

Z台

民B

庄

一、

結

= 
仁三，

我
闘
は
近
世
に
至
る
ま
で
土
地
岬
税
務
の
時
代
で
あ
っ
て
、
土
地
の
粂
併
に
よ
っ
て
貧
宮
の
差
を
生
じ
た
も
の
で

め
り
、
土
地
を
離
れ
て
は
何
等
重
要
な
る
産
業
の
無
か

h
t
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
土
地
問
題
が
各
時
代
の
重
要

な
る
一
枇
曾
問
題
で
あ
り
、
潟
政
者
が
土
地
問
題
に
つ
い
て
深
甚
の
注
意
を
掠
っ
た
こ
さ
は
い
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ

る。

し
ろ

「
或
は
数
高
頃
の
聞
を
策
併
L
、
或
は
会

我
閤
上
古
の
時
代
に
於

τ銑
に
早

f
土
地
の
宋
併
が
盛
ん
に
行
は
れ

は
。
さ
す
ほ
か
内
の
ホ

(
容
針
-
少
地
も
無
し
」
古
い
ふ
有
様
を
呈
し
た
次
第
で
あ
る
が
、
土
地
買
買
の
制
規
に
就
て
は
未
だ
明
か
で
な

い
。
然

L
大
賀
A
T
に
は
併
に
明
文
が
あ
っ
て
、
土
地
の
頁
買
は
所
部
の
宮
司
を
経
て
然
る
後
に
之
を
乱
世
認
す
る
の

制
を
立

τた
o
尤
も
回
A
T
で
は
、
寺
院
に
卦

L
団
地
を
寄
附
し
た
h
寅
渡
し
交
換
す
る
こ
ご
は
並
び
禁
せ
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
こ
の
禁
ム
ザ
は
賀
行
百
れ
や
、
借
侶
も
寺
田
を
増
寸
二
ご
に
努
め
、
班
田
制
の
弛
慶
に
よ
っ
て
、
士
地
の

策
併
は
盆
I
盛
正
な

b
・
土
地
責
買
の
制
規
も
次
第
に
弛
臨
躍
し
、
遂
に
園
街
の
認
可
を
受
付
示
し
て
賢
明
月
す
る
に

論

叢

我
闘
近
世
田
土
地
問
題

第
二
十
巷

(
第
五
就

五

J、
一一

拙著、日本社合虫、 53頁
向上 I08頁

1) 

2) 



論

第
二
十
巻

J、
四

(
第
五
挽

我
同
近
世
白
土
地
問
題

五

護

至
う
た
o

武
家
時
代
に
は
武
士
の
所
領
主
買
買
に
つ
い
て
は
規
定
す
る
所
が
あ
っ
た
が
、

一
般
の
寅
買
に
う
い
て

は
規
定
な
く
、
私
有
者
が
白
向
に
貰
回
目

L
た
も
の
で
あ
っ
ロ
。
然
る
に
近
世
徳
川
時
代
に
至
つ
て
は
、
団
地
の
永

-
代
寅
買
を
禁
止
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
倍
金
質
、
頼
納
又
は
字
額
納
な
H

と
ご
精
し
て
名
を
質
入
に
蒋

り
、
地
債
を
占
両
〈
し
、
質
流
ご
な
し
て
所
有
す
る
の
策
を
行
ふ
に
歪

h
、
土
地
の
粂
併
は
依
然
ご
し
て
行
は
れ

化
。
以
下
徳
川
時
代
の
制
度
及
び
朕
況
に
就
い
て
之
を
詳
設
ぜ
ん
。

一、

団

地

の

譲

渡

(
イ
)
園
地
一
永
代
貴
賓
の
禁
止
。
寛
永
二
十
年
三
月
十
日
に
「
身
上
能
百
姓
は
田
地
を
買
取
、
調
よ
ろ
し
〈
な

り
、
身
穂
不
成
も
の
令
佑
却
、
而
猶
々
身
上
成
へ
か
ら
君
る
の
問
、
向
後
団
地
永
代
の
責
買
可
匁
停
止
事
」
ご
令

し
て
田
畑
の
永
代
責
買
を
禁
止
し
た
o

「
地
方
落
穂
集
」
で
は
「
田
畑
永
代
一
貫
買
御
停
止
の
儀
は
家
康
公
御
治
世
の

節
よ
り
御
捻
ご
い
へ
り
」
ご
あ
っ

τ、
こ
の
設
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
ゃ
う
で
ゐ
る
が
、
然
し
「
地
方
凡
例

録
」
の
著
者
は
こ
の
こ
ご
に
つ
い
て
『
御
入
国
以
来
御
停
止
の
様
申
せ
共
、
寛
永
以
前
は
御
制
禁
も
無
り
し
事
記
見

ね
た
り
、
尤
田
畑
を
頁
て
百
姓
を
や
め
、
町
人
に
な
る
事
は
東
照
宮
時
代
に
も
禁

C
王
ふ
ご
か
や
』
ご
設
い

τを

。
、
寛
永
以
前
の
こ
正
に
つ
い
て
は
必
十

L
も
明
確
で
は
な
い
が
、
兎
に
角
徳
川
時
代
の
初
期
か
ら
こ
の
怯
A
T
が

存
在
し
、
而
も
そ
れ
が
幕
府
の
最
後
ま
で
存
競
せ
し
も
の
な
る
こ
ご
は
い
ふ
迄
も
な
い
1

0

徳川十有代史四編 27耳。大日本租祇志、前篇第二、買買地の峰
日本純情叢書巻丸、 20頁

日本鶴湾叢書巻三十一、 202頁
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右
の
禁
制
は
勿
論
田
畑
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
土
地
の
永
一
代
責
買
を
禁
止
し
た
も
の
で
は
な
い
。
京

都
・
江
戸
・
大
阪
の
三
都
府
に
麗
す
る
市
街
の
家
屋
地
は
、
自
由
に
譲
奥
責
買
す
る
こ

Z
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
c

否
、
田
畑
に
つ
い
て
も
す
ぺ
て

ω田
畑
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
〈
し
て
、
或
る
穏
の
田
畑
は
永
代
責
買
を
許
苫
れ
て

居
つ
花
。
御
定
書
百
ヶ
僚
の
第
三
十
僚
「
田
畑
永
代
貢
買
井
隠
地
致
候
者
御
仕
置
之
事
』
に
は

(
従
前
々
之
例
)

一
高
請
無
之
開
設
新
田
畑
等

一
其
外
浪
人
侍
等
所
持
之
田
畑

ご
あ
っ
て
、
百
姓
の
田
畑
で
も
高
詩
な
き
開
後
新
問
、
高
論
あ
る
田
畑
ご
雄
、
浪
人
、
侍
等
の
所
持
す
る
も
の

は
、
永
代
貰
買
を
許
さ
れ
て
居
た
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
o

月t

者!~

檎

fi; 

頁

か
〈
考
ふ
る
芭
き
は
永
一
代
責
買
を
禁
告
ら
れ
て
居
た
も
の
は
.
百
姓
所
持
の
高
詩
田
畑
の
み
で
あ
る
が
、

は
必
す
し
も
百
姓
の
個
人
所
有
の
み
に
限
ら
子
、
村
有
の
も
の
も
合
ま
れ
て
を
っ
た
o

文
化
七
年
五
月
仁
、

田
畑

の
持
主
が
退
特
に
及
び
、

そ
の
土
地
が
村
有
ご
な
っ
た
場
合
、

こ
の
村
持
田
畑
は
永
代
寅
買
差
支
な
き
も
の
な
り

や
否
ゃ
を
問
ひ
令
せ
た
慮
、
「
高
論
無
之
開
後
新
田
畑
等
は
永
代
責
構
無
之
候
。
高
入
国
側
に
は
退
鴨
百
姓
所
持

之
分
、
村
持
に
相
成
居
候
共
、
永
代
責
は
不
相
成
候
」
古
の
回
答
が
め
っ
た
?
で
さ
に
徴
す
る
も
明
か
で
あ
る
。

然
し
水
戸
務
で
は
こ
の
禁
令
は
行
は
れ
な
か
っ
た
。
「
閥
農
或
問
」
に
臼
〈
『
先
王
の
令
に
は
頁
買
宅
地
、
経
所
部

官
司
、
中
僚
、
然
後
に
是
を
聴
す
さ
一
去
、
回
宅
E
も
に
民
の
私
業
な
れ
ば
、
h

川
市
嬢
ご
き
に
は
吟
味
の
上
、
官
司
よ

論

叢

J、
五

我
間
近
世
の
土
地
問
題

(
第
五
時
蜘

五
=
一
)

第
六
十
巻

そ
れ

横井時書、大日本不動査怯泊草史 208頁
I日本古代法典J874頁
高詩とは石盛田高を塁〈るととであって (大日本粗酷志、前篇第三.葺買地
の官官拒)村高白中に計算されてゐる団地をいよ、。
日本財政組済史料第六巻目74頁7) 



「市

議

λ
ニ
大

我
闘
近
世
田
土
地
問
題

第
二
十
巻

(
第
五
務

五
回
}

り
其
責
買
を
ゆ
る
す
こ

Z
古
法
な
り
。
本
務
に
て
は
昔
よ
り
回
宅
の
貰
買
を
禁
守
A
Y
。
幕
府
の
法
に
は
違
ひ
し
ゃ

う
な
れ
ど
も
、
昔
は
先
王
の
令
の
如
〈
官
司
を
経
F
れ
ば
ゆ
る
さ
す
(
其
か
た
今
は
町
屋
敷
の
貰
買
井
に
譲
渡
し

東
照
大
猷
二
会
の
制
を
設
玉
ひ

L
本
意
に
叶
て
、
且

古
今
の
制
度
人
情
に
叶
ひ
た
る
こ
さ
、
幕
府
有
司
の
及
ば
古
る
所
な
り
」
ご
。
兎
に
角
例
外
は
ゐ
る
芭
し
て
も
原

に
獲
'
り
居
る
由
也
)
。
貿
易
の
際
に
好
を
鋳
一
す
こ
ご
能
は
?
、

則
芭
し
て
は
徳
川
時
代
で
は
高
論
あ
る
百
姓
地
は
永
代
貰
買
を
禁
や

ιれ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(
ロ
)
違
反
鹿
分
。
右
の
禁
止
に
違
反
し
て
団
地
を
永
代
責
買
し
党
る
も
の
ゐ
る
場
合
の
制
裁
は
、
覚
、
一
水
二
十
年

三
月
の
A
T
で
は

一
、
貫
主
牢
舎
の
上
、
追
放
、
本
人
死
侯
時
は
子
同
罪

一
、
買
主
過
怠
牢
、
本
人
死
候
時
は
子
同
罪

但
、
買
田
畑
は
責
主
之
御
代
官
又
は
地
頭
れ
取
上
ぐ

一
、
護
人
過
怠
牢
、
本
人
死
候
時
は
子
に
構
な
し

さ
な
っ
て
居
る
。
「
徳
川
禁
令
考
後
来
」
に
は
貞
享
三
年
六
月
、
同
五
年
三
月
、
一
元
職
二
年
七
月
、
同
七
年
二
月
等

そ
れ
に
よ
る
吉
、
大
慢
に
於
て
牢
舎
の
後
、
責
主
は
追
放
、
買
主
は
困

地
地
頭
に
取
上
げ
、
護
人
は
出
牢
の
上
構
な
し
の
制
裁
が
加
へ
ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
然
し
御
定
書
百
ケ
僚
で
は

に
違
反
者
屍
罰
の
質
例
が
出
て
居
る
が
、

日本鶴湾叢書径二十、 '"4頁

享保令典永鑑巻四十。

ニ幌、 189.203耳
日本古代法典 874頁
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(
従
前
々
之
例

延
享
一
耳
年
)

嘗

人

過

料

加
判
名
主
役
儀
取
上

設

人

叱

ム

リ

一
回
畑
、
一
氷
代
官
買
い
た
し
候
者

{
元
文
三
年
延
享
元
年
極
)

一
同
買
候
も
の

永
代
買
之
田
畑
取
上

芭
あ
っ

τ制
裁
に
多
少
の
襲
化
の
あ
っ
た
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
延
享
元
年
に
大
岡
越
前
守
等
は
永
代
責
買
禁
止

の
有
名
無
賃
な
る
を
認
め
、
禁
A
T
の
廃
止
を
至
営
Z
す
る
り
意
見
を
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、
吉
宗
の
容
る
、
所
ご

な
ら
争
、
依
然
右
の
禁
令
を
存
置
し
、
制
裁
に
つ
い
て
御
定
書
百
ヶ
僚
に
あ
る
が
如
き
「
田
畑
永
代
に
資
候
も
の

嘗
人
過
料
』
一
五
々
ご
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
ハ
)
禁
止
の
理
由
。
前
述
の
如
〈
田
地
永
代
貢
買
の
禁
止
は
、
個
人
有
た
る
と
村
有
だ
る
さ
を
問
は
今
、
農
民

所
有
の
高
請
あ
る
田
畑
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
炉
ら
、
禁
止
の
理
由
Z
す
る
所
は
、
農
民
に
閲
す
る
事
柄
に
在
る

こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
が
、
然
ら
ば
農
民
の
如
何
な
る
事
柄
に
つ
い
て
い
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
議
論
あ

る
を
兎
れ
な
い
。

寛
永
二
十
年
の
令
に
は
、
前
述
り
如
く
、
身
上
よ
き
者
は
岡
地
を
買
取
っ
て
爾
よ
〈
な
h
、
身
上
悪
し
き
も

ω

は
岡
地
を
手
離
L
て
捕
悪
[
〈
な
る
か
ら
、
団
地
の
永
代
貰
買
を
禁
止
す
る
旨
が
明
か
に
謡
は
れ
て
居
る
が
、
延

た
や
す
〈

享
元
年
五
月
慮
罰
改
正
の
際
に
も
吉
宗
は
司
令
但
永
代
責
は
従
前
々
御
停
止
に
候
。
是
は
容
易
田
畑
賀
惜
別
せ
不
申
様

仁
吉
の
御
事
ご
相
見
候
。
百
姓
差
詰
h'
候
得
者
、
田
畑
質
地
仁
差
入
、
流
地
に
い
允
し
申
事
に
候
。
元
来
所
持
の

言命

五
五
)

八
ニ
士

叢

我
閥
近
世
心
土
地
問
題

部
ニ
十
巻

(
第
五
競

徳川禁令宅後来ニ快 '9'買以下4) 



論

議

我
閥
近
世
の
土
地
問
題

J、
F、

第
三
十
者

(
第
五
披

五:

困
地
に
放
れ
申
度
も
の
は
無
之
候
得
共
、
年
貢
等
致
不
納
、
無
様
儀
に
而
御
停
止
を
致
忘
却
た
る
事
に
候
。
然
者

向
筏
所
扮
仁
は
不
及
、
過
料
は
可
申
付
事
駄
」
ご
い
ひ
、
ま
た
翌
六
月
大
岡
越
前
守
、
島
長
門
守
、
水
野
劃
馬
守
等

が
、
永
代
責
買
h
T
禁
止
す
る
も
田
畑
の
質
流
を
認
む
る
以
ED
は
、
「
名
目
替
候
迄
に
市
、
印
永
代
寅
仁
罷
成
候
閑
」

此
際
右
の
禁
A
T
e
f
底
止
す
べ
き
や
否
や
を
伺
ひ
た
ゐ
時
、
吉
宗
は
『
此
儀
者
責
買
御
苑
に
成
候
而
は
、
不
身
上
の

百
姓
嘗
分
徳
様
に
目
を
付
、
狼
に
田
畑
貴
放
候
様
に
可
相
成
哉
、
其
上
此
度

ω御
定
に
成
候
得
者
、
責
主
管
め
も

軽
〈
成
、
且
メ
是
悲
差
詰
り
候
得
者
、

A
1
迄
之
通
質
地
に
差
入
候
得
者
差
支
も
無
之
候
問
、
先
今
迄
之
過
に
可
差

貴
事
」
ご
て
巌
止
を
裁
可
せ

F
h
し
が
、
そ
の
理
曲
言
す
る
所
は
、
永
代
責
買
を
許
3
ば
、
百
姓
は
眼
前
の
利
盆

に
迷
は
さ
れ

τ容
易
に
田
畑
を
手
離
す
に
至
ら
ん
ニ
デ
ゼ
諮
れ
た
る
に
在
る
。
放
に
頁
主
の
庭
~
分
は
従
来
追
放
刑

な
り
し
も
の
を
過
料
に
軽
減
L
た
る
も
、
永
代
貰
買
の
禁
止
は
依
然
ご
[
て
こ
れ
を
存
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
論

やJ
る
所
に
よ
っ
て
之
を
観
る
に
、
立
法
者
が
凹
地
の
永
代
責
買
を
禁
止
し
た
る
は
百
姓
が
狼
に
其
恒
産
た
る
田
畑

よ
り
離
れ
て
困
窮
に
陥
る
ニ
芭
を
防
止
せ
ん
ご
す
る
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ピ
は
他
面
か
ら
考
ふ
れ

ば
、
農
地
粂
併
の
弊
を
防
が
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
に
寛
永
二
十
年
の
A
T
に
は
明
か
に
そ
の
趣
旨
が
記
苫

れ
て
居
る
。

狙
抽
慨
は
之
を
以
て
「
百
姓
の
団
地
を
責
て
町
人
に
成
る
を
制
し
玉
ひ
し
欺
、
左
無
は
古
の
口
R
T
回
の
事
を
取
遺

へ
τ主
戸
時
分
の
間
学
者
の
申
た
る
事
可
成
』
ご
し
、
正
司
考
膜
は
「
是
時
江
戸
は
天
下
曾
岡
の
地
芭
な
る
ゆ
ヘ
、
商
工

徳川禁令考後型車ニ峡 191，199頁
政談(日本綿済叢書巻三 521頁)
1) 

2) 



四
方
よ
り
集
る
o
近
迭
の
農
民
之
を
羨
み
、
田
地
を
寅

τ商
頁
ご
な
ら
ん

Z
す
る
故
、
禁
じ
玉
へ

b
』
さ
設
い
て

ゐ
る
o

常
時
農
民
が
共
本
来
を
草
川
て
、
¥
末
業
た
る
商
工
業
に
走
る
こ
己
を
嫌
ひ
し
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
が
、

れ
が
団
地
永
代
責
貸
禁
止
の
直
接
の
理
由
ご
な
h
し
も
の
な
る
か
否
や
は
、
廷
に
一
考
的
措
同
地
が
あ
る
如
く
に
考

へ
ら
れ
る
o

殊
に
、
「
地
方
落
穂
集
」
の
著
者
が
『
金
銀
多
分
持
た
る
諸
浪
人
・
叉
町
人
百
姓
に
限
色
A
V
金
銭
等
に

ま
か
せ
貝
取
候
は
、
、

一
村
一
部
を
も
買
取
る
へ
し
。
然
る
時
は
吐
(
者
の
権
勢
を
強
〈
し

τ上
を
不
恐
、

授
を

起
す
ぺ

L
、
岡
郡
騒
動
の
樟
ご
成
へ
き
事
を
御
考
察
ゐ
り
、
其
上
不
如
意
の
百
姓
は
、
代
々
所
持
の
田
地
仁
離

れ
、
退
轄
す
へ
き
を
御
不
便
に
思
召
、
堅
〈
是
を
御
停
止
め
る
ご
い
へ
り
」
ご
論
じ
て
居
る
が
、
某
前
竿
の
意
見
の

如
き
は
、
以
上
の
設
よ
り
も
更
に
一
屠
甚
し
く
立
法
者
の
意
思
よ
り
か
け
離
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

殊
に
前
越
の
如
〈
貢
買
の
禁
が
、

す
ぺ

τ
の
土
地
に
及
ぶ
に
あ
ら
や
、
ヌ
す
べ
て
の
田
畑
に
及
ぶ
に
も
あ
ら
宇
、

た
よ
高
請
ゐ
る
百
姓
地
の
み
に
限
れ
る
こ
さ
を
考
ふ
る
な
ら
ば
、
其
趣
意
の
中

ι、
さ
る
こ
ご
は
愈
2
明

か

で

あ

る
。
寧
み
異
壁
用
秀
一
か
「
永
代
頁
は
百
姓
困
窮
の
一
冗
に
成
ゆ
へ
に
」
停
止
さ
れ
た
る
も
の
な
り
と
し
、
或
は
大
石
久

敬
が
『
田
畠
を
永
た
い
に
責
渡
し
て
は

百
姓
家
督
に
離
れ
、
有
徳
成
百
姓
は
次
第
に
困
地
多
〈
な

h
、
小
百
姓

は
段
々
潰
れ
、
筏
は
一
村
の
団
地
一
雨
人
に
て
所
持

ν
た
し
、
又
は
他
村
の
百
姓
の
も
の
ご
な
る
に
つ
き
」
之
を

禁
巴
た
る
も
の
な
り
さ
い
へ
る
設
が
直
接

ω理
由
に
近
き
も
の
ご
考
へ

5
る
を
得
な
い
。

要
す
る
仁
こ
の
禁
令
h
T
以
て
、
農
民
の
都
市
集
中
や
一
校
騒
動
に
結
び
付
り
て
考
ふ
る
ニ
て
は
、
通
賞
で
は
な

論

叢

J、
プL

裁
問
近
世
白
土
地
問
題

(
第
五
蹴

第
二
十
佳

ヨ1
七

:(， 

組湾問答秘録{日本経済叢書径二二、 472頁)
日本経済叢書巻九、 20頁

地理細儲集(日本経済叢書径十四 I64且)
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論

叢

我
岡
涯
世
白
土
地
問
題

丹、

= 
O 

第
ニ
十
巻

(
第
五
韓

五
八
)

ぃ
。
勿
論
第
ニ
次
的
若
〈
は
間
接
に
は
か
、
る
結
果
を
生
宇
る
こ
正
も
あ
ら
う
日
れ
ど
も
、
田
地
永
代
寅
買
禁
止

の
直
接
の
理
自
記
し
て
は
、
農
民
の
流
己
、
土
地
の
粂
併
を
防
が
ん
吉
す
る
に
あ
る
も
の
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
従
っ
て
又
租
税
の
牧
納
ご
い
ふ
こ
ご
ご
関
係
あ
る
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
。

(
畠
)
分
地
の
制
限
。
問
畑
永
代
責
買
の
禁
止
は
、
農
民
の
涜
己
、
土
地
の
粂
併
を
避
り
ん
ご
す
る
に
出
で
た
も

の
で
あ
る
が
、
同
様
の
趣
意
は
品
川
地
の
制
限
に
於
て
も
之
を
見
る
こ
ご
が
出
来
る
。

百
姓
の
所
有
田
畑
が
あ
ま
h
大
な
ら
古
る
に
も
拘
ら
子
、
子
供
な
戸
」
に
田
畑
を
分
奥
す
る
こ
子
伊
】
無
制
限
に
許

す
ご
き
は
、
遂
に
は
無
数
の
貧
弱
な
る
零
細
農
を
生
じ
、
到
底
そ
の
生
計
の
途
を
全
う
す
る
能
は
ゴ
る
仁
至
る
良

が
あ
る
。
蓋
に
於
て
田
畑

ω分
配
に
就
て
は
一
定
の
制
限
が
設
り
ら
れ
た
。
寛
文
十
三
年
(
延
賓
元
年
)
六
月
に
は

『
名
主
百
姓
、
名
田
畑
持
候
大
積
、
名
主
二
十
石
以
上
、

夫
よ
り
内
持
候
も
の
は
、
石
高
根
仁

分
申
間
敷
回
目
被
仰
波
奉
畏
候
。
若
相
背
候
は
い
v
何
様
之
曲
事
に
も
可
被
仰
付
事
』
ご
あ
っ
て
、
名
主
は
ニ
十
石
、

百
姓
拾
石
以
上
、

一
般
百
姓
は
拾
石
以
上
田
畑
を
所
有
す
る
に
非
れ
ば
、
分
地
す
る
を
得
、
ざ
る
こ
さ
、
し
た
。

E
徳
三
年
七
月
に
は

ゃ
、
之
ピ
異
っ
て
田
畑
分
配
高
を
高
拾
石
、
地
面
一
町
以
上
古
し
、
残
り
高
も
此
定
よ
り
少
〈
残
す
ぺ
か
ら
す
芭

Z
れ
た
か
ら
結
局
、
石
高
二
十
石
、
反
別
二
町
以
上
を
所
有
す
る
に
非
ん
ば
分
割
す
る
を
得
F
る
こ
ご
、
な
っ

た
。
郎
も
配
分
を
受
〈
品
者
も
も
配
分
せ
し
感
地
も
共
に
十
石
、

↑
町
歩
以
上
古
い
ふ
制
限
が
置
か
れ
た
も
の
で

あ
る
o

「
地
方
凡
例
録
」
に
引
〈
所
の
五
人
組
帖
前
蓄
に
は
明
か
に
同
様
の
趣
意
が
記
載
苫
れ
て
居
る
。
之
に
由
て

日本助成経済史料ニ巻 938頁

向上 I田 2頁

日本程商業書春三ー、 413頁
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観
る
古
十
石
、

一
町
歩
正
い
ふ
こ
古
が
、
農
民
が
相
官
に
一
家
を
支
ふ
る
の
標
準
ご
し
て
考
へ
ら
れ
た
も
の
Z
思

は
れ
る
。

降
っ

τ享
保
六
年
二
月
に
は
、
拾
石
、

一
町
歩
以
下
の
回
畑
を
分
配
す
ぺ
か
ら

F
る
こ
ご
を
令
し
て
居
る
が
、

翌
七
年
の
A
T
で
は
、
蛍
時
右
の
制
限
を
守
ら
中
土
地
を
分
配
す
る
者
も
ゐ
っ
て
、
却
て
不
取
締
で
あ
っ
た
が
た
め

に
、
以
来
は
残
h
高
十
石
、
反
別
一
町
歩
ゐ
ら
ば
そ
の
徐
分
を
配
分
す
べ
し
ご
あ
っ
て
、
残
存
高
の
制
限
の
み
を

規
定
し
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
賓
暦
九
年
の
令
で
は
、
ま
た
正
徳
度
の
も
の
さ
同
じ
〈
、
分
奥
高
も
獲
高
も
十
石
一

町
歩
た
る
こ
ご
を
要
し
、
結
局
高
二
十
石
地
面
ニ
町
歩
よ
り
少
き
も
の
は
田
地
配
分
す
ぺ
か
ら
A
V
Z
さ
れ
て
居
る

か
ら
・
以
前
の
標
準
に
復
し
党
も
の
古
考
へ
ら
れ
る
o

要
す
る
に
百
姓
の
持
地
が
高
十
石
地
面
一
町
歩
以
下
な
る

Z
き
は
、
分
地
す
る
を
得
5
る
こ

Z
は
前
後
一
貫
せ
る
庭
で
あ
っ

τ、
分
配
高
並
に
残
地
高
に
付
t
、
前
後
多
少

の
相
違
を
見
る
の
み
で
あ
る
。

右
の
諸
令
で
は
岡
地
が
制
限
以
上
じ
存
せ
や
さ
る
場
合
は
、
『
子
供
を
品
川
諸
親
類
之
内
へ
田
地
配
分
不
相
成
候
閥
、

厄
介
入
有
之
者
は
、
在
所
に
で
耕
作
之
働
に
て
渡
世
縛
致
或
は
相
膝
之
奉
ゐ
に
可
差
出
候
事
」
芭
の
文
句
も
あ
っ

ー
、
田
地
の
分
割
は
子
孫
親
戚
等
に
謝
し
て
分
割
す
る
こ
ご
を
考
慮
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
勿
論
ぞ
れ
の
み

か
、
る
名
義
を
利
用
し
て
土
地
の
分
割
粂
併
ご
い
ふ
こ
=
も
行
は
れ
た
で
め
ら
う

L
、
ま
た
右
の
制
限

A
A
つ
け

が
必
宇
し
も
闘
行
さ
れ
た
も
の
で
な
い
町
ニ
正
は
、
享
保
七
年
の
ム
ザ
に
よ
る
も
明
か
で
め
る
o

然
L
嘗
時
品
川
附
百
姓

我
園
近
世
の
土
地
問
題

な
ら
歩
、言権

護

(
第
五
披

E
九
)

入

第
二
十
巻

向上、 582耳。日本財政経済史料巷ニ、 957頁

地方凡例録、前掲 439頁。大日本不動産法f百草jl， 281頁。徳川禁令号E映。

268頁。

日本財政組漕史料二巻 969頁
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首命

我
薗
逗
世
の
土
地
問
題

ぜ
い
ふ
も

ω
が
あ
っ
て
、
貫
際
は
次
男
三
男
に
相
賞
の
土
地
を
分
割
し
て
も
、
名
義
上
は
総
領
の
も
の
ご
し
、
年

話E

第
二
十
巻

(
第
五
現

ハ

O
)

八

貢
諾
役
も
勿
論
総
領
か
も
納
め
る
如
き
こ
ご
が
行
は
れ
た
り
で
あ
る
が
、
こ
の
砂
附
百
姓
の
存
し
た
所
以
は
‘
種

々
な
る
理
由
に
依
る
こ
さ
で
あ
ら
う
が
、

一
面
仁
於
て
は
、

R
T
地
制
限
の
こ
ご
に
も
閥
係
せ
る
所
が
ゐ
る
で
あ
ら

う
さ
考
へ
ら
れ
る
。

品
川
地
の
制
限
は
事
賃
上
十
分
に
励
行
さ
れ
た
か
否
や
は
明
か
で
な
い
ご
し
て
も
、
制
度
ご
し
て
は
其
後
も
存
時
間

せ
し
も
の
で
あ
h
、
見
方
に
よ
っ
て
は
一
稲
の
家
産
法
が
制
定
さ
れ
た
も
の
ご
も
い
ふ
ニ
ご
が
出
来
ゃ
う
。

田
地
永
代
寅
買
の
禁
止
に
し

t
も、

こ
の
守
地
の
制
限
に
し
て
も
、
農
民
が
土
地
に
離
る
、
こ
子
炉
}
防
が
ん
ピ

す
る
目
的
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
が
、

之
は
表
面
上
は
農
民
を
愛
護
す
る
や
う
に
も
見
ね
る
が
、
其
根
本
は
嘗
時

の
枇
曾
経
済
組
織
を
推
持
せ
ん
が
た
め
で
ゐ
る
。
蓋
、
農
民
を
し
て
土
地
を
失
は
し
め

F
る
は
、
畢
寛
農
民
を
葉

土
地
に
縛
っ
て
置
〈
所
以
で
あ
り
、
ま
た
税
税
の
牧
納
を
減
壱
し
め

F
る
所
以
で
あ
る
o

農
民
が
流
じ
す
れ
ば
、

営
時
の
枇
舎
経
済
組
織
は
破
壕
苫
れ
ぎ
る
を
得
5
る
に
至
る
こ
芭
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

(
ホ
)
団
地
譲
渡
の
其
他
の
方
法
。
高
誇
あ
る
百
姓
地
は
永
代
寅
買
を
禁
止
さ
れ
允
も
の
で
あ
る
が
、
然

L
絡
調

に
田
地
の
所
有
権
が
移
縛
す
る
こ
ご
を
認
め

y
hし
も
の
で
は
な
い
。
関
所
の
団
地
、
取
上
げ
地
、
上
り
田
地
、

潰
百
姓
上
げ
困
地
等
の
、
法
律
上
の
規
定
に
よ

h
、
叉
は
所
有
者
の
意
思
に
よ
ら
や
し
で
土
地
所
有
権
の
移
轄
す

地方凡例録、前掲、 438頁
地方凡例録、前掲、 188頁
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る
場
合
の
あ
っ
た
こ
正
は
い
よ
迄
も
な
い
が
、

そ
れ
等
は
問
題
外

Z
L
て
、
営
事
者
の
意
思
で
岡
地
を
譲
渡
す
る

ご
い
ふ
こ
ど
も
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
o

例
へ
ば
年
季
責
、
木
物
一
辺
、
質
灘
、
相
封
替
、
由
緒
議
、
寄
進
等
縄
々

な
る
方
法
じ
よ
り
て
譲
渡
す
こ
ぜ
が
出
来
た
も
の
で
ゐ
る
。

年
季
責
正
本
物
返
己
に
つ
い

τは
、
「
地
方
凡
例
銭
」
に
は
「
関
東
方
に
て
年
季
責
の
田
畑
を
、
上
方
筋
に

τ
は

本
物
返
さ
云
て
(
蜘
)
金
子
を
貸
、
年
季
を
定
的
、
田
地
を
買
宇
り
、
作
徳
を
金
の
利
足
に
い
た
し
、
無
利
足
に
て

が
し
、
田
地
は
金
方
へ
受
t
h、
手
作
に
で
も
又
は
小
作
に
い
れ
る
さ
も
勝
手
・
次
第
に
い
た
し
、
年
季
明
党
る
さ

き
、
一
冗
銀
相
か
へ
し
、
田
地
取
戻
ゆ
え
、
本
物
返
ご
一
五
。
地
主
へ
田
地
返
事
に
付
、
年
季
貢
は
御
法
度
に
無
之
な

lo」
ご
あ
っ
て
、
要
す
る
に
買
戻
付
責
買
で
あ
る
。

相
調
替
は
剖
t
，
交
換
で
あ
っ
て
、
双
ト
刀
熟
議
の
上
、
田
畑
を
取
替
へ
す
る
こ
さ
が
出
来
た
。
ま
た
嘗
時
は
田
畑

を
譲
る
べ
き
調
は
れ
あ
る
者
に
は
、
之
を
譲
る
こ
ご
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
即
ち
由
緒
譲
で
ゐ
品
。
「
地

方
凡
例
録
」
に
は
「
父
兄
よ
り
譲
り
詩
た
る
団
地
、
主
(
家
相
舗
の
子
孫
の
外
へ
譲
請
け
た
る
分
は
、
子
弟
Z
雌
ご
も

相
互
に
譲
渡
諮
文
、
村
役
人
加
印
に
て
可
取
置
、
英
外
親
類
等
由
緒
有
て
譲
渡
す
時
、
糟
金
ご
り
譲
る
儀
御
停
止

也
。
表
向
は
譲
岡
地
の
文
言
に
て
内
々
金
銀

z
b
た
る
は
永
代
責
同
然
の
御
仕
置
に
相
成
定
法
也
。
親
類
縁
者
に

も
無
之
者
へ
困
畠
可
譲
渡
謂
無
之
に
付
、
者
無
線
の
者
譲
地
等
有
之
、
語
文
面
礎
金
等
の
文
言
無
之
白
及
出
入
、

吟
味
仁
成
時
は
可
譲
渡
子
細
能
身
可
相
札
、
他
人
へ
無
由
緒
、
団
地
ゆ
っ
る
べ
き
筋
無
之
、
尤
家
家
筋
の
者
へ
呉

諦

議

我
間
近
世
の
土
地
問
題

八
一
一
一
三

第
二
十
巻

(
第
五
棟

!llJ掲、 2"4頁

中間葉、徳川時代に於ける土地私有構、(法皐協官雑誌第三七巻上 822頁)

2) 

3) 



る
儀
t主
格
7J1] 
也
b.. 
寺尾
芭闘

互主
J の

て土、土血
其問
題

旨
意
f1 
明
古さ

で
あ
る。

(
第
五
挽

λ
=
一回

第
二
十
巻

，、
) 

百荷

叢

寺
祉
に
劃
し
て
田
畑
や
寄
進
す
る
こ
ご
は
賞
暦
十
二
年
ま
で
は
許
さ
れ
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
地
方
凡
例

録
」
に
は
『
百
娃
よ
b
寺
枇
へ
田
地
を
寄
進
致
す
は
、
直
に
寄
進
地
ξ

か
、
護
団
地
又
は
買
附
地
芭
か
可
唱
。
町
人

百
姓
よ
り
寄
附
芭
一
五
名
目
は
前
々
よ
ち
御
停
止
息
。
年
一
貝
諸
役
も
村
方
百
姓
並
に
勤
れ
は
、
志
ゐ
る
百
姓
寺
枇
へ

田
地
を
付
る
儀
は
不
苦
。
然
美
村
役
等
不
動
様
に
致
す
は
制
禁
の
旨
、
先
年
相
極
た
る
廃
、
資
暦
十
二
年
以
来
、

都
て
寄
附
地
は
不
相
成
段
、
被
仰
出
、
嘗
時
は
寺
枇
寄
進
等
御
停
止
払
」
吉
、
こ
れ
は
租
米
枚
納
の
関
係
が
、
寄

附
禁
止
の
重
大
な
る
一
原
因
芭
考
へ
ら
れ
る
。

以
上
の
外
、
向
、
御
用
地
さ
し
て
悶
白
田
を
上
る
場
合
も
あ
り
、
質
流
れ
の
方
法
で
田
畑
を
他
人
の
手
に
渡
す
こ

さ
も
行
は
れ
た
。
兎
に
角
、
此
等
諸
方
法
に
よ
っ
て
、
困
地
を
蕗
分
す
る
こ
さ
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
下

田
畑
の
質
入
に
つ
い
て
、
ゃ
、
詳
し
〈
越
ぺ
ゃ
う
ご
思
ぷ
o

一一、
固

ま也

の

質

入

(
d
1
)

質
入
と
書
入
。
困
地
の
質
入
に
つ
い
て
論
す
る
前
に
、
先
寸
一
質
入
古
書
入
芭
の
鼠
別
を
明
か
に
せ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
o

書
入
Z
い
ふ
の
は
田
畑
を
携
保
吉
し
て
金
員
を
借
用

L
、
利
子
を
梯
ふ
事
を
約
す
る
も
の
で
あ
り
、

質
入
は
全
員
貸
借
期
間
中
、
田
畑
を
貸
主
に
預
け
、
耕
作
の
権
利
を
付
託
し
、
其
牧
獲
を
以
て
利
子
に
充
つ
る
も

前掲、 191頁

日本財政縞済史料第二容 z∞7頁
前掲、 187頁
地方凡例録、前掲、 187頁。
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の
で
あ
る
o

故
に
書
入
の
場
合
は
、
そ
の
田
畑
は
地
主
自
ら
耕
作
す
る
も
小
作
に
付
す
る
も
自
由
で
あ
る
り
れ
ど

も
、
質
入
の
場
合
は
、
土
地
の
利
用
は
金
主
の
手
に
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
書
入
の
場
合
に
は
年
夏
諸
役

は
地
主
で
負
強
す
る
が
、
質
λ
の
場
合
は
金
主
が
そ
れ
を
負
槍
す
る
o

ま
た
元
文
以
前
で
は
質
地
詮
文
に
小
作
の

こ
己
が
書
き
記
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
書
入
借
金
正
見
倣
し
た
も

ω
で
あ
る
が
、
元
文
以
後
は
之
を
質
吉
見
る

こ
己
、
な
っ
た
。
要
す
る
に
雨
者
は
抵
嘗
ご
質
さ
の
函
別
に
該
賞
す
る
も
の
ご
見
て
差
支
な
き
も
の
で
あ
っ
て
、

雨
者
を
混
同
す
る
を
待
F
る
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
土
地
を
書
入
れ
す
る
に
は
名
主
の
加
刊
を
要
し
、
一
冗
利
滞
り
た

る
iEaき
は
、

主
(
抵
嘗
に
供
し
た
る
土
地
を
債
士
工
に
引
波
す
約
束
を
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
二
重
書
入
は
二
重
質
の

場
合
ご
同
じ
(
制
裁
を
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
地
方
凡
例
録
」
に
『
書
入
田
地
之
事
」
て
し
て
「
右
は
質
地
ご
は
違
ひ
、
金
子
借
用
い
た
す
時
、
金
子
何
程
借
用

い
た

L
、
嘗
何
の
何
月
よ
り
何
月
迄
何
ほ
ど
の
利
足
に
て
借
用
い
だ
し
、
一
克
利
無
滞
返
済
可
致
、
骨
川
書
入
、
何
村

に
て
所
持
の
回
畠
、
字
何
上
中
下
幾
反
何
畝
歩
何
ヶ
所
差
出
置
候
、
若
返
済
ご
い
か
ふ
り
候
ば
、
書
い
れ
田
畑
可

相
波
、
直
詮
文
差
出
置
-
』

E
U
h
o
質
地
に
は
無
れ
H

と
も
団
地
書
い
れ
い
だ
す
に
つ
き
、
某
村
の
名
ぬ
し
加
印
致

す
こ
さ
な
り
。
尤
回
畑
は
地
主
方
に
て
自
作
致
古
も
、
小
作
に
い
る
、
ご
も
勝
手
究
第
な
り
。
質
い
れ
置
た
る
回

地
か
、
又
は
外
へ
書
い
れ
致
た
る
田
地
、
二
重
に
於
書
入
は
符
申
つ
け
る
o

金
主
方
に
て
こ
重
に
書
い
れ
る
儀
乍

例
の
借
金
通
取
計
ニ
ご
な
り
」

存
誼
文
請
取
は
、
是
叉
ご
が
め
申

L
附
る
。

書
い
れ
の
儀
は
質
地
に
は
不
相
立
、

前

理主

第
一
一
十
巷

裁
問
主
世
心
土
地
問
題

(
第
五
腕

友、

) 

八』

五

安藤博、廓泊要時、 292頁

徳川禁令考後型臣、第二軟 252頁

日本経済叢書巻三十一、担5頁
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)
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晴

議

入
三
六

我
閤
近
世
の
土
地
問
題

(
第
五
挽

第
二
十
巻

た
凹
)

芭
あ
る
は
、
書
入
れ
の
性
質
方
式
等
を
簡
明
に
説
明
せ
る
も
の
で
あ
る
。

(ロ)
質
地
の
方
式
。
前
越
の
如
〈
幕
府
は
百
姓
持
団
地
の
永
代
寅
買
を
厳
禁
せ
し
が
た
め
、
土
地
を
質
入
れ

し
、
質
流
れ
ご
し
て
佑
却
す
る
の
手
段
に
出
づ
る
も
の
が
多
〈
、
こ
れ
が
た
め
に
土
地
の
典
質
盛
に
行
は
れ
、
好

詐
百
出
し
訴
訟
も
頗
る
多
〈
、
質
地
に
閲
す
る
制
度
は
頗
る
錯
雑
を
極
め
た
も
の
で
あ
っ
た
o
今
一
一
の
場
合
に

亘
っ
て
説
明
す
る
こ

Z
を
避
け
、
質
地
に
つ
い
て
の
大
輝
の
制
度
を
通
ぶ
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。

質
入
の
一
般
の
方
式
は
『
字
何
之
上
中
下
回
地
何
反
何
畝
何
歩
何
ケ
所
、
営
何
の
年
よ
り
来
る
何
の
年
造
、
何

グ
年
季
に
相
定
質
地
に
入
、
金
子
幾
許
致
借
用
候
問
、
年
貢
諸
役
金
主
方
に
て
相
勤
、
年
季
明
ケ
元
金
致
返
済
候

ば
回
畠
可
諸
国
民
究
に
て
、
年
競
を
相
認
、
語
人
相
立
、
名
主
加
判
致
、
宛
所
詮
文
差
出
、
金
子
借
受
る
。
若
反
別

多
、
設
文
に
一
筆
限
難
認
け
れ
ば
、
設
文
面
は
合
反
別
何
町
幾
歩
ご
い
花
し
、
別
帳
に
水
帖
か
名
前
帖
遇
、
一
筆
限

字
位
反
別
相
書
、
是
又

EE喜
一
主
印
形
に
て
設
文
に
そ
へ
差
出
、
是
を
船
山
郁
帖
三
一
五
、
勿
論
詮
文
に
別
紙
小
拾
一
帳

添
候
段
認
め
る
o

右
の
外
年
季
に
不
限
、
金
子
有
合
次
第
可
諸
国
民
之
澄
丈
も
あ
り
、
又
年
季
あ
き
不
請
艮
候
は

可
致
流
地
旨
之
鐙
文
も
有
之
弘
』
Z
「
地
方
凡
例
録
」
に
あ
る
如
く
、

一
定
の
土
地
に
つ
き
、
質
入
詮
文
を
作
り
、

令
中
主
に
於
て
年
貢
、
話
役
(
町
糊
)
を
務
な
る
こ
と
を
一
市
す
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
議
文
商
記
載
の
土
地
が
検
地
一
服

又
は
名
寄
帳
等
己
封
査
し
て
符
合
せ

F
る
場
合
は
、
質
地
さ
は
認
め
や
借
金
に
準
し
て
取
扱
ひ
、
ま
た
名
主
(
又

は
年
寄
若
〈
は
組
頭
等
)
の
加
印
な
き
場
合
は
訴
訟
は
取
上
け
古
る
ニ
己
、
な
っ
て
居
る
。

開博能書(日本経済説書巻十所収.)421頁、 5
'
9頁以下、 627頁目下、 671頁

735頁以下 789頁等には質地制度又は質地訴訟D裁決等白各場合につき詳
細なる記惑がある。

地方凡例録、 '94頁、安藤博、麻泊要時、 285-290頁
地方凡例録 '97頁、 '95頁
2) 
3) 



(
八
)
質
入
禁
止
の
場
合
。
蛍
時
は
御
朱
印
地
寺
一
肱
領
の
回
畠
屋
敷
を
質
入
れ
す
る
こ
ご
は
禁
守
ら
れ
て
居
た
も

の
で
あ
る
が
、
共
他
の
土
地
は
自
由
に
質
入
す
る
こ
己
が
出
来
た
。
然
し
次
の
如
き
方
法
で
質
入
す
る
こ
ど
は
禁

せ、

TP  
積tて
納2居
る。

田
畑
一
笈
入
の
際
・
通
例
の
質
金
よ
'
り
も
多
様
に
借
り
受
け
、
そ
の
代
り
、
地
主
(
質
入
主
)
仁
一
1
年

貢
諸
役
を
出

L
、
金
主
(
質
取
主
)
作
り
取
を
な
す
べ
き
約
定
の
語
文
を
頼
納
ご
い
ふ
。

(
2
)
竿
額
納

田
畑
質
入
の
節
、
金
高
少
〈
借
受
り
、
地
主
其
地
を
小
作

L
年
貢
は
金
主
が
納
め
、
諸
役
は
地

主
が
勤
む
る
も
の
を
宇
頼
納
古
い
ふ
。
地
主
年
貢
を
出

L
、
金
主
諸
役
の
み
を
出
す
場
合
も
亦
同
じ
。

ぎ
λ
%

(
3
)暗
躍
地

h
H
Z

へ
ば
質
入
の
地
所
一
段
歩
の
内
、
五
畝
歩
を
地
主
が
小
作

L
、
五
畝
歩
を
金
主
が
小
作

L
な

が
ち
、

一
段
歩
に
劃
す
る
年
貢
諸
役
を
地
主
に
於
て
出
す
べ
き
約
定
を
残
地
ご
い
ふ
。
こ
の
場
合
は
合
主
は
五
畝

歩
?を
よイf三
切?取
畝せ h
ffi-"す
る

E 、
な
る。

検
地
帳
面
一
筆
一
段
歩
の
地
所
を
、
五
畝
歩
を
地
主
所
持
し
、
残
五
畝
歩
を
質
入
す
る
を
切
畝

歩
Z
い
ふ
。
流
地
ご
な
り

L
場
合
、
境
界
不
分
明
で
あ
り
、
検
地
帳
Z
筆
致
相
違
し
、
情
府
家
紛
ι仙
の
基
で
あ
る
か

ら
-
』
れ
を
禁
守
る
。

(
5
)
借
金

質
地
差
入
れ
、
金
拾
繭
を
借
・
9
、
詩
文
に
は
こ
拾
周
三
拾
雨
宮
い
ふ
如
〈
多
額
に
認
め
、
請
一
民
L

難
き
や
う
に
な

L
h
H
る
も
の
を
倍
金
ご
い
ふ
。

「指

議

政
明
近
世
白
土
地
問
題

第
二
十
容

(
第
五
挽

F、
五:

八
三
ヒ



諭

f長

我
闘
近
世
白
土
地
問
題

第
二
十
巻

(
第
五
貌

八
一
-
一
八

(
6
)
二
重
質

同
一
地
面
を
雨
人
に
質
入
す
る
こ
さ
を
い
ふ
。

(
y
)又
質

質
に
三
・
り
た
る
地
慮
を
年
季
明
げ
さ
る
う
ち
、
金
主
よ
り
叉
他
へ
質
入
す
る
こ
ご
を
禁
や
る
o

但

一
克
地
主
承
諾
の
上
、
設
丈
に
加
印
す
る
場
合
は
之
を
認

U
C
此
質
地
元
金
滞
り
た
る
己
き
は
、
元
地
主
へ
済
方
申

付
は
る
o

又
質
の
節
・
培
金
借
b
受

η
た
る
ご
き
は
、
主
(
分
は
又
質
置
き
た
る
者
へ
務
方
申
付
げ
る
。

以
上
の
如
き
方
法
で
質
入
れ
す
る
こ
ご
は
禁
せ
ら
れ

τゐ
る
が
、
こ
れ
に
議
反
し
た
場
合
は
そ
れ
そ
れ
制
裁
か

ゐ
る
o

旗
納
の
場
合
は
永
代
貰
の
場
合
と
同
し
〈
地
面
取
上
げ
、
常
事
者
夫
々
所
罰
せ
ら
れ
る
が
、
竿
頼
納
以
下

の
場
合
は
地
面
取
上
〈
る
こ
さ
な
〈
、
大
挺
は
借
金
に
准
し
て
取
計
ら
ふ
。
語
文
の
端
書
に
は
質
入
ご
認
め
な
が

ら
・
文
言
の
内
に
は
請
戻
の
こ
正
も
年
季
等
の
こ
己
も
認
め
ぎ
る
も
の
は
、
賞
は
永
代
責
で
あ
る
の
を
、
質
入
と

し
て
認
め
た
る
に
渇
き
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
永
代
寅
同
慌
の
蕗
分
を
加
へ
る
定
め
で
あ
っ
た
の

(
ニ
)
海
地
。
質
入
の
年
期
は
十
年
を
限
る
。

ニ
れ
は
以
前
は
無
制
限
で
あ
っ
た
が
、
享
保
六
年
に
こ
の
制
限
が

設
け
ら
れ
た
o

金
主
地
主
相
調
に
て
受
戻
す
場
合
は
別
で
の
る
が
、
金
主
不
承
知
の
場
合
、
地
主
訴
出
で
、
も
、

こ
の
年
期
明
り
ぎ
る
内
は
受
戻
す
ニ
ピ
が
出
来
な
い
。
質
地
の
受
艮
に
つ
い
て
は
左

ω期
限
内
に
出
訴
し
て
受
戻

す
こ
己
が
出
来
る
。
郎
も

(
1
)
質
入
の
年
期
が
経
過
し
、
流
地
ご
な
す
可
き
旨
の
文
言
な
き
議
文
は
年
季
明
け
十
ヶ
年
以
内

(
2
)
年
季
明
り
流
地
ご
な
す
可
き
旨
記
載
あ
る
登
文
は
年
季
明
後
ニ
ヶ
月
以
内

地方凡例録 '95← 197，203-205頁
蘇冶要略 283← 4頁

4) 



す
)
年
季
の
定
め
な
〈
、
金
子
有
合
究
第
受
戻
す
へ
き
旨
の
語
文
に
つ
い
て
は
、
質
入
の
年
よ
h
ノ
十
ク
年
以
内

前
項
の
期
限
を
経
過
し
た
さ
き
は
邸
も
流
地
ご
な
る
o

此
受
国
民
期
間
内
に
地
主
出
訴
し
た
る
場
合
は
、
一
元
金
返
済
方
を
申
付
け
、

一
定
日
限
内
に
返
済
せ
き
る
さ
き

は
、
質
入
の
地
面
は
金
主
へ
波
き
し
め
る
。
議
仁
所
謂
一
定
日
限
古
い
ふ
の
は
、
次
の
如
く
に
定
め
ら
れ
て
ゐ

'
Q
O
 

五五

石画

日

五
雨
以
上
十
雨
迄

玉
石
以
上
十
石
迄

以以

下下

日

切

ート

切

六

十

十
雨
以
上
五
十
隔
迄

十
石
以
上
五
十
石
迄

五
十
雨
以
上
百
雨
定

五
十
石
以
上
百
石
迄

百

二
百
五
十
日
切

日

切

百
両
以
上
二
百
雨
迄

耳
石
以
上
二
百
石
遺

百

周

以

上

百

石

以

上

十

ケ

十
三
ク
月
切

向

特
測
さ

も
見
る
'て

き
場
合7)

主月
y 切
れ
IJ: 

(
1
)
地
主
死
L
た
る
ご
き
は
、
相
綴
人
は
之
を
受
戻
す
二
子
宮
得
る
も
、

其
親
戚
に
至
つ
て
は
之
を
許
さ
す
、

吟
味
の
上
、
流
地
E
す。

(
ヨ
)
質
地
一
元
金
の
一
部
は
年
季
内
に
返
済
し
た
る
も
、
世
間
金
を
年
季
明
り
後
仁
軍
+
玄
も
返
済
せ
古
る
旨
、
金
主

よ
h

リ
訴
へ
出

τ
L
E
き
は
、
右
返
済
金
を
金
主
よ
り
地
主
へ
返

3
L
め
、
質
地
は
金
主
へ
流
地
ご
し
て
渡
き
し
め

る。

諭

議

我
間
近
陀
白
土
地
問
題

第
二
十
巻

(
第
五
競

ハ
七
)

J、
j， 

地d凡剖録 194- 5頁。螺拍要時 285頁
開博叢書 737，629真
地方凡例銭円7頁。聞博議書 740 貞
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論

我
闘
近
世
田
士
地
問
題

第
二
十
巻

八
幽

O

(
第
宜
挽

議

享
保
六
年
十
二
月
に
『
品
川
限
官
き
も
の
は
質
流
仁
田
地
大
分
取
集
、
又
は
団
地
遅
々
町
人
等
之
手
に
入
候
様
に

成
候
。
田
地
永
代
資
御
制
禁
に
而
候
慮
、

お
の
づ
か
ら
百
姓
岡
地
に
離
候
事
は
永
代
責
同
然
之
儀
に
候
僚
、
自
今

は
質
田
地
一
切
流
地
に
不
成
候
様
』
云
々
ご
て
流
質
地
を
生
守
し
め
ぎ
ら
ん
Z
し
、
質
年
季
明
り
の
上
は
語
文
を

書
換
へ
し
め
、
小
作
年
貢
滞
は
す
へ
て
一
割
字
的
利
積
三
し
元
金
に
加
へ
、
済
崩
し
の
方
法
に
よ
っ
て
返
済
せ
し

め
、
元
金
切
れ
次
第
幾
年
過
言
て
も
田
畑
を
地
主
へ
返
さ
せ
る
ζ

ご
、
し
、
向
過
去
に
朔
っ
て
五
ヶ
年
以
前
卸
も

享
保
二
年
以
後
之
分
仁
っ
き
訴
出
て
た
る
場
合
に
は
告
の
田
地
が
現
在
共
催
金
主
の
手
一
元
に
在
り
、
且
地
主
が
元

金
を
残
ら
や
J

差
出
し
た
る
己
き
は
、
英
国
地
を
請
戻
し
得
る
こ
言
、
し
た
。
旦
、
自
今
回
地
時
債
の
二
割
械
を
以

て
質
地
の
金
額
正
し
、
質
地
を
地
主
が
小
作
す
る
場
合
に
で
も
、
最
高
一
樹
竿
の
利
積
を
以
て
、
小
作
料
金
定
む

申
へ
き
こ
己
を
命
し
た
。
然
し
二
年
の
後
、
享
保
入
年
八
月
に
は
、
右
の
方
法
に
よ
る
も
質
地
請
戻
の
事
行
は
れ
雛

〈
、
却
て
逃
惑
さ
な
り
金
銀
貸
借
に
差
陣
h
融
通
を
快
〈
に
至
ふ
り
し
た
め
、
入
年
九
月
よ
り
以
後
は
享
保
六
年
以

前
の
通
り
=
り
捌
〈
へ
き
こ
己
、
な
っ
た
。
故
に
質
流
の
小
刀
法
も
賞
然
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

h
、
上
来
通
へ
来

た
碕
々
の
事
柄
が
行
は
れ
た
も
の
三
見

τ差
支
な
か
ら
う
。

(
ホ
)
質
地
小
作
。
徳
川
崎
代
に
は
小
作
制
度
は
一
般
に
行
は
れ
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、
そ
の
種
類
も
積
々
あ
る

が
、
大
積
に
於
て
は
地
主
所
有
地
に
劃
す
る
小
作
ご
、
質
入
地
に
謝
す
る
小
作
ご
仁
大
別
す
る
こ
三
が
出
来
る
o

前
者
を
名
田
小
作
、
後
者
を
質
地
小
作
ご
い
ふ
。

字保令典;k盤巻四回、

地方凡例鋭、 2IO頁。間停哉書、 733-741頁
向、小作問題一舵のことについては拙荷徳川時代の小作問題(大阪朝日新聞

本年一月所載)参照
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名
目
小
作
に
は
普
通
小
作
さ
永
小
作
ご
の
二
積
類
が
あ
る
が
、
質
地
小
作
の
場
合
に
も
二
積
類
が
あ
る
。

は

地
主
が
田
地
を
質
に
入
れ
自

ι其
田
畑
を
小
作
す
る
も
の
を
定
小
作
さ
い
ひ
、
小
作
年
期
は
質
地
年
期
に
相
臆
す

作
年
限
は
質
入
年
限
ご
は
関
係
が
な
い
。

る
o

他
は
田
畑
質
入
の
場
令

r、
金
主
が
地
主
に
関
係
な
〈
他
の
者
を
し
て
小
作
せ
し
む
る
場
合
で
あ
っ
て
、
小

こ
れ
を
別
小
作
ご
い
ふ
。

質
地
小
作
料
の
延
滞
に
う
い
て
、
金
主
よ
り
訴
へ
出
た
時
に
は
、
小
作
の
米
金
高
に
感
じ
、
質
地
日
限
山
え
法

(
龍
)
週
、
り
納
付
方
を
申
付
、

日
限
過
き
て
も
滞
れ
る
場
令
は
身
代
限
を
申
付
、
諸
道
具
携
、
代
金
の
み
に

t
滞

金
を
填
充
す
る
に
足
ら
ぎ
る
場
合
は
、
所
持
の
田
畑
を
年
数
を
限
。
金
主
ヘ
渡
3
せ
、
右
年
数
経
過
の
品
位
、
右
地

所
を
小
作
人
へ
返
さ
し
む
る
こ
己
、
し
た
。
も
し
小
作
人
が
所
持
の
田
畑
を
質
に
入
れ
置
け
る
場
合
は
、
田
畑
を

持
化

F
る
場
合
ご
同
様
に
取
扱
ひ
、
諸
港
且
一
は
残
ら
す
波
さ
せ
、
家
屋
敷
は
渡
す
可
ら
宇
ご
定
め
化
。
家
屋
敷
を

交
付
せ
し
め
古
る
は
流
民
を
生
す
る
を
防
〈
の
趣
旨
仁
出
で
わ
ん
も
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
品
悼
の
規
定
で
は
直
小
作

滞
の
場
合
に
は
、

日
限
内
に
償
了
せ

5
る
ご
き
は
地
面
を
取
上
げ
交
付
せ
し
む
る
こ
ご
、

Lhι
。
従
っ
て
右
の
規

定
は
主

Z
L
て
別
小
作
の
場
合
に
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
岡
地
元
金
正
小
作
米
金
ご
雨
者
共
に
滞
れ
る
場
合
は
、
直
小
作
に
つ
い
て
は
、
小
作
米
金
高
に
か
、
は

ち
す
、
岡
地
元
金
日
限
吉
岡
、
様
の
日
限
ご
[
、

別
小
作
の
場
合
は
雨
者
別
々
に
日
限
を
決
め

ι-
』
ご
に
な
っ
て
居

る
。
例
へ
は
困
地
一
冗
金
玉
商
以
上
拾
雨
迄
ご
せ
ば
、
阪
載
の
如
〈
、
そ
り
日
限
は
六
十
日
限
で
あ
b
、
小
作
滞
金

前

業

設
問
延
世
白
土
地
問
題

第
二
十
巻

{第

E
腕

六
丸
) 

λ 
固



;市

ユ荏

我
鳴
抵
世
の
土
地
阿
題

第
三
十
者

(
第
五
悦

七

O
)

J、
四

を
五
両
以
下
ご
す
れ
ば
三
十
日
限
で
あ
る
が
、
直
小
作
の
場
合
は
五
雨
以
下
の
小
作
料
滞
で
も
田
地
元
金
日
限
遁

h

六
十
日
限
り
さ

L
、
別
小
作
の
場
合
は
元
金
は
六
十
目
、
小
作
金
は
三
十
日
Z
別
々
に

H
限
を
定
め
し
如
き
そ

れ
で
ゐ
る
。

前
述
の
如
〈
質
地
は
質
置
年
限
移
h
J
し
後
、

一
定
期
間
金
経
れ
ば
流
地
ご
な
る
が
、
流
地
の
直
小
作
滞
は
棄
損

(
帳
消
)
ご
し
、
別
小
作
滞
の
場
合
は
通
例
の
如
〈
日
限
り
を
申
付
け
納
付
せ
し
む
る
こ
ご
、
な
っ
て
居
る
o

凹

団
地
の
兼
併
井
に
荒
唐

(
d
l
)

田
植
の
鎌
併
。
飯
に
遁
へ
た
る
如
〈
団
地
の
永
代
寅
買
や
、
又
は
之
に
類
す
る
質
入
の
方
法
例
へ
は
頼
納

の
如
、
き
は
禁
せ
ら
れ
た
も
の
で
ゐ
る
が
、

そ
の
禁
止
の
趣
旨
ご
す
る
世
田
は
、
之
に
よ
っ
て
農
民
の
流
じ
を
避
け
、

土
地
の
宋
併
を
防
か
ん
正
す
る
に
あ
っ
た
。
然
し
永
代
責
買
禁
止
の
絢
書
を
見
て
も
、
又
は
享
保
六
年
人
吉
宗
が

流
質
を
禁
遁
ゼ
ん
ご
せ
し
際
の
個
別
書
を
見
て
も
、
買
際
に
於
て
は
種
々
の
方
法
で
以
て

J
此
等
の
禁
止
を
潜
り
、

叉
は
質
流
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
土
地
が
他
人
の
手
に
移
る
こ
ぜ
は
一
度
l
行
は
れ
た
蕗
で
あ
っ
て
、
土
地
象
併
の
勢

の
あ
っ
た
-
】
正
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。

こ
の
こ
ξ
は
阪
に
嘗
時
の
事
者
の
屡
I
論
せ
る
慮
で
あ
る
が
、
今
そ
の

一
ニ
を
例
示
せ
ん
に
、
「
民
間
省
要
」
に
は
、
農
民
が
生
活
困
難
な
る
た
め
、
遂
に
は
所
持
の
田
畑
を
も
手
離
す
に

至
る
も
の
で
あ
る
噂
』
ご
を
描
ぺ
て
日
〈
。



『
夫
百
姓
と
一
古
物
、
渡
世
誠
に
洩
ま
し
き
物
に
て
中
々
百
地

r
h
L
て
百
蛇
キ
を
か
せ

f
、
品
目
掴
〈
渡
世
O
棉
立
つ
物
に
で
な

L
o
年
々
大
風
大
木
早

魁
等
の
災
難
に
か
ミ
切
り
、
或
は
病
悩
に
伏
し
、
お
も
ひ
の
外
時
事
に
逢
ム
て
、
時
々
心
宮
町
は
づ
る
ふ
事
の
み
多
き
物
な
り
。
耕
作
の
外
に
か
せ
ぎ

輔
之
も
の
は
、
不
斗
右
申
雛
に
逢
ふ
て
、
制
年
貢
時
に
宝
て
其
慣
つ
「
の
ふ
べ
き
様
な
し
。
所
持
し
た
る
岡
地
山
林
等
を
以
て
、
名
主
方
へ
差
出
し

て
、
共
代
に
あ
っ
る
の
外
在
し
。
夫
れ
岡
地
と
言
も
や
武
代
に
車
抑
と
質
物
に
入
て
金
子
借
る
と
は
各
別
成
損
梓
あ
り
ロ
縦
ぽ
質
物
に
し
て
借
用

す
る
企
白
利
足
、
何
方
も
同
舎
筋
は
三
割
か
三
割
宇
成
物
な
り
。
又
永
代
に
買
で
は
な
す
時
は
、
所
に
よ
り
品
に
上
り
て
七
八
歩
と
一
割
ま
で
白
制

に
上
る
物
な
れ
ば
、
同
金
高
に
し
て
同
地

E
一
倍
半
出

2
fれ
ば
都
骨
サ
白
事
な
り
。
元
車
頁
る
程
白
困
窮
、
百
抗
段
々
残
所
す
〈
な
き
田
地
の
内

各
Jf出
し
て
は
、
跡
に
て
又
渡
世
す
4

き
様
な
し
。
位
て
親
凱
寺
方
杯
頼
み
て
、
比
'
内
半
分
、
武
代
挫
し
て
残
る
分
在
所
持
L
、
世
世
い
た

L
鹿
段
一
昨

訟
す

ι
v
へ

r、
名
主
年
脊
む
ぎ
と
骨
貼
せ
ず
、
き
す
れ
ば
段
々
其
百
姓
の
蜘
を
減
じ
、
館
は
蹴
る
誌
の
外
在
し
。
不
払
世
レ
成
と
頭
を
」
り
臨
を

立
と
い
へ
"
と
、
桐
年
賀
役
盤
干
の
す
べ
き
様
な
〈
、
其
年
。
防
さ
し
あ
た
る
事

rも
円
致
庁
に
と
ま
り
、
後
は
無
是
非
夫
れ
に
成
て
段
々
に
古
車
よ
り

。
百
祉
の
泊
る
ミ
事
多
か
り

L
。
惣
し
て
百
姓
に
限
ら
ず
、
京
大
坂
江
戸
表
、
其
外
、
悶
々
永
代
と
質
鞠
と
は
右
目
口
問
同
前
た
り
。
品
蹄
ど
も
本
代
。

文
言
は
御
法
度
た
る
に
よ
り
、
手
形
の
文
言
を
ぽ
質
物
と
し
て
、
代
金
を
一
倍
に
書
付
、
重

τ請
出
る
的
不
相
成
尽
に
し
て
由
民
買
す
る
世
の
中
と
な

れ
り
。
然
る
に
是
等
の
事
、
叉
上
謹
し
げ
る
と
帯
、
頃
日
永
代
文
言
の
件
、
借
金
手
形
も
御
法
度
に
被
叩
山
候
。
し
か
れ
Y
一
も
、
と
に
か
〈
百
姓
に

岡
地
円
買
民
な
〈
し
て
位
、
是
を
百
姓
山
リ
賓
と
す
る
に
足
ら
ず
、
蝕
し
て
入
問
の
財
貨
た
る
事
、
山
官
代
の
付
は
、
何
干
の
時
に
は
金
と
し
て
用
を
神

せ
ん
錦
成
争
以
、
高
立
に
成
迄
費
一
と
は
す
る
事
也
。
凡
連
加
の
肝
号
制
花
の
茶
入
、
定
家
の
色
紙
た
り
書
、
買
に
た
、
Ln
一
向
事
、
と
知
ら
ば
、
誰
人
の
よ

〈
民
主
主
選
せ
ん
や
。
同
地
是
に
ひ
と
し
〈
、
別
て
は
差
常
り
て
御
料
私
制
に
も
御
年
買
諸
役
キ
恥
悶
快
事
な
れ
ば
、
名
を
か
へ
品
を
か
へ
て
、
と

μ

〉

か
(
止
事
非
ビ
』
一
五
々

t
o
裕
一
一
幅
な
る
百
姓
は
兎
に
角
芭
し
て
、
然
ら
F
る
者
は
困
地
を
質
に
も
入
れ
て
、
貰
租
及
び
生
活
の
途
を
工
面

せ
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
而
も
そ
の
工
面
を
す
る
に
は
裕
繭
な
る
者
に
た
よ
る
の
外
な
〈
、
土
地
は
自
ら
裕
緬
な
る

者
の
手
に
集
ま
る
の
勢
芭
な
る
。

ま
た
文
化
十
三
年
武
陽
隠
士
の
著
「
世
事
見
開
銀
」
に
も
、
す
べ
て
村
内
に
て
も
上
回
の
地
は
脅
富
有
者
の
所
有

前

議

(
第
五
競

入
山
=
一

我
間
近
世

m
w
i
地
問
題

第
二
十
杏

ヒ

前胡、 673-4頁。1) 



品
川川

設

八
四
四

我
団
近
世
田
土
地
問
題

第
二
十
巷

(
第
五
競

七
二
)

古
な
り
、
貧
し
き
若
は
下
回
の
貫
入
、
り
惑

L
き
地
所
の
み
を
所
持
す
る
に
至
る
。
叉
地
方
に
依
て
は
、
田
畑
を
貰

渡
す
際
に
、
宜
段
を
高
〈
す
る
た
め
に
其
責
渡
す
地
の
石
高
を
少
く
し
、
手
許
に
残
せ
し
方
の
地
に
は
石
高
を
多

〈
す
る
こ
古
も
行
は
れ
、
之
れ
が
た
め
地
底
を
買
取
る
如
き
裕
踊
な
る
者
は
、
負
摺
隆
吉
良
田
を
安
〈
買
入
れ
、

地
所
を
寅
ら
ん
ぜ
す
る
困
窮
者
は
却
て
負
携
多
量
怒
田
を
耕
作
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
吉
、
な
る
。
こ
の
恵
国
す
ら
も

夫
凡
V

し
者
は
小
作
人
己
な
b
・
高
持
百
姓
の
下
に
附
い
て
稼
ぎ
蓋
し
、
作
b
た
る
米
は
皆
地
主
へ
納
め
、
其
身
は

判
明
糟
や
糠
棄
な
ど
ば
か
り
を
得

τ、
年
中
頭
の
上
る
時
な
〈
、
息
を
艦
内
、
閑
も
な
い
。
「
依
尤
盛
な
る
も
り
は
4

次

第
仁
柴
へ
て
追
々
岡
地
を
取
込
次
男
三
男
を
も
分
家
い
た

L
、
何
れ
も
大
遣
に
梼
へ
、
又
哀
へ
た
る
は
-
次
第
に

一
一
家
へ
て
団
地
に
離
れ
、
居
屋
敷
を
責
、
或
は
老
若
男
女
散
々
仁
な
り
て
困
窮
仁
沈
み
巣
る
な
り
。
常
世
如
新
の
貧

繭
偏
hJ
、
勝
劣
甚
し
〈
出
家

τ、
有
徳
人
一
人
あ
れ
ば
其
惑
に
凶
窮
の
百
姓
一
一
十
人
も
三
十
人
も
出
来
』
る
古
い

ふ
有
様
で
搭
澗
な
る
も
の
一
人
が
『
大
勢
の
徳
分
を
吸
収
て
』
楽
事
を
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
古
説
い
て
居
る
。

藤
田
幽
谷
は
ぞ
の
著
「
糊
農
或
問
」
に
於

τ照
勢
五
保
守
諭
し
、

司
令
の
巾
に
粂
併
之
弊
eT
翠
げ
て
居
品
。
そ
の
一

節
仁
は
「
富
者
は
盆
々
宮
、
貧
者
は
盆
々
貧
に
、
膏
腺

ω地
悉
〈
宮
采
の
た
め
に
吸
ご
ら
れ
』
且
「
官
者
は
地
日
々

に
盆
ご
も
高
は
ふ

b
争
、
貧
者
は
地
を
ば
日
々
に
制
ら
る
れ
Z
も
ぞ
れ
だ
け
の
高
は
減
せ
や
」
芭
て
前
示
の
例

t

同
様
の
こ
ご
み
を
設
き
、
「
昔
の
粂
併
E
、
今
の
粂
併
ご
、
英
害
の
浅
深
異
な
b
o
昔
も
困
地
を
貰
買
す
る
ご
云
ふ

こ
古
出
来

τよ
b
し

τ、
策
併
の
弊
お
こ
る
品
。
禁
事
を
諭
し
て
官
者
は
蓮
昨
陪
、
貧
者
は
無
立
錐
之
地
吉
一
耳
へ

少
L
の
持
分
も
な
〈
、
産
業
に
こ

h
J
o
是
は
豪
富
勢
に
乗
じ
て
津
山
に
岡
地
を
買
取
故
に
、
貧
民
は
カ
及
ば
中
、
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ま
る
ご
一
五
ま
で
品
。
今
の
粂
併
は
然
ら
十
、
富
者
は
名
は
持
分
の
高
少
く
し
て
、
共
土
地
の
取
質
は
多
(
、
賦
役

軽
し
。
貧
者
は
名
は
持
分
の
高
多
〈
し
て
、
賞
は
其
土
地
少
〈
賦
役
は
重

L
o
富
者
は
賦
役
の
か
、
ら
F
る
青
腹

の
地
ば
か

h
粂
併
し
て
隠
回
も
同
や
う
な
h
』
さ
て
所
謂
宋
併
の
意
義
を
明
か
に
し
て
居
る
。

此
等
の
例
に
徴
す
る
ご
き
は
、
土
地
粂
併
の
行
は
れ
た
』
ご
は
明
か
で
ゐ
h
、
而
も
そ
の
粂
併
た
る
や
、
土
地

分
配
の
不
平
等
を
指
す
の
み
な
ら
子
、
猶
そ
の
上
に
、
そ
の
粂
併
の
方
法
に
は
無
力
者
を
虐
「
る
如
き
感
嫌
な
る

や
h
，
方
の
伶
ひ
し
こ
ご
を
示
す
も
の
J

考
へ
き
る
を
得
m
H

次
第
で
あ
る
c

(
ロ
)
田
地
の
荒
慶
o

徳
川
時
代
に
於
て
は
新
田
開
畿
の
例
も
少
か
ら
す
存
[
、

一
般
に
い
へ
ば
耕
作
段
別
は
堆

加
し
、
耕
作
方
法
も
進
歩
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
一
方
に
於
て
は
農
民
は
頗
る
苛
重
な
る
租
税
を
負
携
し

セ
る
た
め
、
之
れ
に
堪
ね
干
し
て
流
巳
離
散
L
土
地
荒
蕪
に
鮪
L
た
る
か
如
き
場
合
も
決
L
τ
少
〈
は
な
か
っ

わん
0

「
経
傍
問
答
」
(
一
昨
日
…
闘
の
)
に
「
今
世
農
民
お
の
づ
か
ら
芸
業
に
う
ご
く
(
蜘
)
業
を
疎

L
都
曾
に
走
て
生
を
な
す

に
安

L
o
此
故
に
農
業
お
の
づ
か
ら
カ
た
ら
す
荒
田
問
地
年
主
唱
て
多
し
宮
:
い
ひ
、
「
務
時
七
策
」
(
諮
問
白
)

に
は
「
荒
地
の
事
」
ご
題
す
る
僚
が
あ
っ
て
『
近
年
閥
東
筋
会
私
共
荒
地
嫡
増
候
儀
』
云
々
Z
通
一
へ
た
る
如
き
は
そ
の

一
例
に
過
ぎ

ρ
。
幕
府
は
夙
に
屡
i
岡
畑
を
荒
吉
中
耕
作
に
励
精
す
ぺ
き
旨
を
A

ザ
し
、
五
人
組
帳
前
書
に
も
『
田

畑
一
歩
之
所
も
荒
し
申
閑
敷
候
』
一
五
々
ご
あ
る
が
、
安
永
六
年
五
月
の
令
に
は
、
『
近
来
村
々
の
者
共
耕
作
を
等
閣

に
な
し
、
却
て
困
窮
等
の
儀
を
申
し
立
て
奉
会
稼
に
出
、
所
持
の
田
畑
を
荒
し
置
〈
も
の
多
(
ゐ
b
z
聞
く
」
云

々
の
語
が
あ
h
、
殊
に
、
天
明
八
年
十
一
月
に
は
陸
奥
、
常
随
、
下
総
、
下
野
等
の
諸
困
に
掛

L
、
豪
富
高
持
の

諭
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論

業

λ
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我
閣
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(
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五
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第
二
十
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七
四
)

者
は
、
他
国
へ
出

τん
ご
す
る
農
民
を
召
抱
へ
之
金
使
役
し
て
農
業
に
謹

L
、
ヌ
貧
窮
な
る
農
民
に
は
幕
府
よ
り

手
首
を
血
(
へ
て
荒
蕪
地
を
再
興
せ
し
む
る
旨
を
令
し
た
o
勿
論
こ
れ
は
天
明
の
飢
僅
の
影
響
仁
も
よ
る
所
で
あ
ら

う
け
れ
い
と
も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ぞ
れ
よ
り
も
以
前
か
ら
農
民
の
離
散
す
る
も
の
多
〈
、
農
村
荒
康
し
、
荒

地
編
出
す
る
の
傾
向
が
あ
っ
た
も
の
、
如
〈
で
あ
る
。
葉
他
諸
滞
に
於
て
も
同
様
の
例
が
あ
る
が
、
米
津
の
上
杉

治
憲
は
領
内
の
閥
後
殖
民
の
経
費
を
設
け
げ
、
之
を
糊
農
金
三
名
づ
け
(
一
誠
一
)
、
新
百
姓
の
給
助
法
及
び
開
墾
者

の
免
税
法
h
f
定
め
た
ご
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。

然
ら
ば
か
〈
の
如
〈
田
地
一
か
荒
臨
脱
す
る
に
至
h
し
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
か
、
農
民
の
負
擦
が
過
重
で
あ

h
F
、
生
活
の
困
難
で
あ
っ
た
こ
ご
は
、
勿
論
そ
の
根
本
的
原
因
で
あ
る
が
、

ミ
れ
に
よ
っ

τ
一
方
に
は
農
民
が
耕

作
を
厳
し
土
地
を
去
っ
て
都
合
に
走
り
、
叉
は
生
活
難
の
た
め
に
人
口
を
制
限

L
、
新
〈
て
労
働
力
の
快
乏
を
生

し
た
こ
ご
、
、
他
方
に
は
土
地
を
去
る
に
は
至
ら
宇
吉
雄
、
成
る
べ
〈
耕
作
や
貢
租
等
的
関
係
か
ら
退
か
ん
ご

L
、
良
聞
も
之
を
耕
作
せ
守
し
て
荒
る
、
に
任
せ
、
又
は
土
地
を
他
人
に
奥
へ
て
、
そ
れ
等
の
煩

L
3
よ

h
免

れ
、
退
嬰
的
な
る
生
活
を
な
さ
ん
ご
す
る
に
至
っ
た
こ
正
、
の
雨
方
面
が
あ
る
。
前
者
に
就
て
は
嘗
時
多
〈
の
卒

者
の
論
壱

L
蕗
で
あ
h
、
世
人
の
熟
知
せ
る
所
で
あ
る
炉
ら
、
今
一
一
例
示
す
る
こ

F
r止
め
、
た
い
v
後
者
に
つ

い
て
少
し
〈
遁
ぺ
て
見
だ
い
ご
恩
ふ
。

前
越
の
如
〈
土
地
譲
渡
の
際
に
嘗

h
貧
窮
な
る
下
回
の
所
有
者
が
、
多
く
の
租
殺
を
負
携
す
る
場
合
に
.
そ
の

下
聞
が
自
ら
荒
摩
す
る
に
至
る
べ
き
こ

Z
は
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
上
回
で
あ
っ
て
も
租
税
が
過
重
で
あ
る
が
た
め
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に
、
之
を
耕
作
す
れ
ば
却
て
採
算
が
立
た
争
、
所
謂
散
田
菜
作
ご
な
し
て
顧
み

F
る
に
至
っ
た
例
が
少
〈
な
い
。

糊
農
或
問
(
な
れ
)
に
日
〈
「
散
回
棄
作
己

τ己
が
力
も
す
?
、
土
の
性
も
よ
く
ご
も
、

頼
回
介
の
政
、

か
ら
や
し
て
賦
税
に
厚
講
の
損
得
ゐ
る
故
に
、
出
来
へ
き
良
囚
を
、

皆
引

な
る

EE  
227〉し

わ

F
t
菜
作
に
し
、

ご
O

ま
た
寛
政
十
一
年
六
月

ω上
書
に
か
、
る
高
野
昌
碩
の
「
冨
強
六
略
」
に
も
、
且
旦
傍
な
る
上
聞
は
そ
の
負
鎗
過

重
な
る
が
斜
め
に
上
回
の
所
有
者
は
之
を
辛
苦
耕
作
し
て
も
、

一
向
に
利
得
な
く
、
随
て
芙
の
所
有
者
は
皆
事
う

て
之
を
貧
民
主
蹴
奥

L
、
甚
し
き
は
只
這
る
ご
云
ふ
も
克
仁
貰
ひ
手
な
〈
‘
遂
に
止
む
を
得
中
若
干
の
金
子
を
添

へ
で
強
い
て
貧
民
に
受
取
っ
て
貰
ふ
の
奇
削
慨
を
呈

L
、
水
戸
地
方
に

τは
此
め
弊
妹
に
甚
し
く
、
之
れ
が
銭
的
可

惜
上
回
は
謹
〈
荒
地
ご
な
与
、
管
に
百
姓
の
難
儀
な
る
の
み
な
ら
す
国
家
の
歳
入
も
亦
随

τ減
少
す
る
を
見
れ
T

Z
説
い
て
居
る
o

然
る
に
「
務
時
七
策
」
に
は
「
田
地
に
力
を
用
ひ
候
も
の
日
に
ま
し
年
に
ま

L
相
減
じ
、
今
日
に

相
成
候
て
は
団
地
に
金
子
を
付
・
相
議
、
り
度
ご
申
す
者
有
之
候
て
も
、
貰
ひ
受
け
候
も
の
無
之
な
ど
関
東
に
は
、

伊
々
御
座
候
て
見
及
び
申
候
〕
ご
み
の
っ
て
金
子
を
付
げ
て
も
、
貰
ひ
手
が
な
い
ご
い
ふ
始
末
で
あ
る
。
か
〈

τ義

日
の
良
回
も
遂
に
は
荒
地
ご
な
り
、
徳
川
時
代
に
は
奥
mm
関
東
地
方
は
勿
論
、
一
般
に
団
地
荒
慶
の
傾
向
少
か
ら

や
存
せ

L
こ
ご
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
所
で
あ
る
。

兎
に
角
農
民
の
流
己
、
土
地
の
粂
併
i

並
に
土
地
の
荒
廃
に
つ
い
、
て
、
幕
府
は
之
を
防
が
ん
ご
す
る
方
針
を
示

し
て
を
っ
た
り
れ
ど
も
、
賓
際
に
於
て
は
之
を
防
逼
ず
る
こ
ご
を
得
争
、
此
等

ω
事
賓
が
少
か
ら
十
存
せ
し
ニ
正

を
認
め
ゴ
る
を
得
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
。

(
完
)
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